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【序論】 
 膵癌は，予後不良な疾患であり，早期診断に寄与する診断法の確立が望まれる．一方，
体外式超音波検査は膵疾患のスクリーニング検査として用いられるものの，鑑別診断能は
十分でない(D’Onofrio et al, 2010; Yang et al, 2007)．超音波用造影剤を用いた造影超音
波検査は，高い空間分解能とリアルタイム性を有しており，肝腫瘍診断における有用性が
多く報告されているものの，膵疾患に用いた報告は少ない(Sontum, 2008; Watanabe et al, 
2005)．また，自動スキャンによる Volume data の取得をもとにした 3 次元超音波検査は，
様々な画像再構築法により客観的な画像評価が可能であり，周囲の血管などとの位置関係
が複雑な膵腫瘍の診断において有用であり，高音圧造影モードを用いることにより，造影
超音波検査と組み合わせることが可能である(Luo et al, 2009a; Luo et al, 2009b)．今
回我々は，膵充実性腫瘤に対して造影 3 次元超音波検査を施行した症例について後方視的
に検討し，鑑別診断における有用性を検討した． 
 
【実験材料と方法】 
 2007年 2月から 2012年 3月までの間に，膵充実性腫瘤を有する患者に対して，造影３次
元超音波検査を施行した連続 85例が抽出された．全例において，横浜市立大学附属市民総
合医療センターでソナゾイドを用いた造影３次元超音波検査を施行した後に，診断確定の
ための病理診断を施行した．撮像された画像は，超音波装置内のソフトを用いて 3次元的
な画像再構築を行い，患者情報を知らされていない二名の評価者が読影した．画像評価項
目は，動脈相，静脈相における腫瘍の造影効果(hypervascular / isovascular / 
hypovascular)，血管の分布（peritumoral / intratumoral），血管の形状（fine / irregular）
とした．二名の評価者の一致率を kappa valueを用いて検出したのちに，読影結果の異な
る所見については consensus meeting を用いて決定した．これにより得られた所見の組み合
わせについて，各組み合わせに該当する疾患の陽性的中率をもとに，疾患別の造影パター
ンとして，各疾患における感度，陽性的中率および本診断法の正診率を評価した． 
 
【結果と考察】 
 本試験で対象とした 85例の疾患の内訳は，膵管癌 64例，腫瘤形成性膵炎 11例，神経内
分泌腫瘍 10例であった．2名の読影者による所見の一致率を示す kappa valueは，動脈相
0.75，静脈相 0.72，血管分布 0.85，血管形状 0.65と十分に高い値を示した．  
 腫瘤の造影所見では，膵管癌は，動脈相で 84%が hypovascularであったが，静脈相では
94%が hypovascularとなり，既報と同様に経時的な観察による血流低下を認めた
(Matsubara et al, 2011)．血管像について，腫瘤形成性膵炎は 90%が fine vesselであるの
に対して，内分泌腫瘍は全例が irregular vesselであり，両者の鑑別診断に有用であった． 
 動脈相・静脈相の造影効果，血管分布，血管形状の４項目による組み合わせを，膵管癌
パターン，腫瘤形成性膵炎パターン，内分泌腫瘍パターンとして，診断能を検討したとこ
ろ，膵管癌では，感度 93.8%，陽性的中率 96.7%，腫瘤形成性膵炎では，感度 80.0%，陽性
的中率 100%で，内分泌腫瘍では，感度 81.8%，陽性的中率 69.2%であった．本試験における
膵充実性腫瘤の正診率は，90.5%(95%信頼区間 90.4-90.8%)であった． 
 上述した通り，本研究では，膵充実性腫瘤に対する造影３次元超音波検査は，高い客観
性を有し，膵充実性腫瘤の鑑別診断に有用な診断法である事が示された． 
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